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導入ガイド 


■ 本書の著作権は弊社に掃属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁じられて 
おります。 

■ 抓 FFALOTM 、 AirStationTM は株式会社 バッファローの 商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般にを社の商標ま 
たは登録商標でず。本書では、 TM 、 @、◎などのマークは記載していません。 

■ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容に ついては、 改良のため予告なしに変更される場合があり、現に購入さ 
れた製品とは一部異なることボありまず。 

■ 本書の内容に関しては万全を巧して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、お買いホ 
めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■ 本製品は一般的な オフィス やを庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器な外と して 使巧されたことにより損 
害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねまずので、あらかじめご了承ください。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要ポされる用途には使用しないでください。 

-一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要ホされる機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、ご使用になるシステム 
の安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■ 本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されていまず。日本国外では使用しないでください。また、 
弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

■ 本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについては、日本国外 
への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）ボ必要でず。 

■ 本製品の使用に際しては、本書に記載した使用み法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載された取扱方法 
に違反ずる使用はお止めください。 

■ 弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しまずが、記憶されたデータが消失•破損した場合については、 
保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装管の場合または記憶装管に接続して使用するものでわる場合は、 
本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様ボ、本 
書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、データを消失-破棄に伴う損害が発生した場合であっ 
ても、弊社はその責任を負いかねまずのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因ずる債務不履行または不法行為に基づく損害3言償責任は、弊社に故意または重大な過失がわった場合を除き、 
本製品の瞒入代金と同額を上限と致します。 

■ 本製品に隠れた瑕疵ボあった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換致します 
力当該瑕疵に基づく損害3言償の責に任じません。 





■ををにお巧いいただ < ために化ずお巧り < ださい 

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品をを全にお使いいただ 
くために、守っていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり、内容をよく理解された上でお使いください。 
お読みになった後は、必ずお手元に置き、常に参照できるようにしてください。なお、 
本書には、弊社製品だけでなく弊社製品を化み这んだ パソコ ン システム 運用全般に関す 
る注意事項も記載されています。また、製品のマニュアルと重複する内容も含まれてい 
ます。 

パソコンの 故障/トラブルや、いかなるデータの消失.破損または取りあいを誤ったた 
めに生じた本製品の故障/トラブルは弊社の保証巧象には含まれません。あらかじめご 
了承ください。 

巧用している表示と絵記号の意ほ 


警ま表示の意は 


A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、使用者が死 t または重傷を負う可 
能性が想定される内容を示しています。 

A を意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害 
の発生が考えられる内容を示しています。 


絵記号の意ほ 


A 

は、警告、注意を促す記号です。 

の中や近くに、具体的な警告内容が描かれています。 

(例：ノ§\感電注意） 

Q 

户。は、してはいけない事項（禁止事項）を示す記号です。 

の中や近くに、具体的な禁止事項がおかれています。 

(例：@分解禁止） 

• 

g は、しなければならない行為を示す記をです。 
g の中や近くに、具体的な指示内容が描かれています。 

(例：をプラグをコンセントから抜く） 



A 警告 


(S) 

禁止 


巧巧ま it 

爱 

軍源プラ 
グを巧< 


C 

軍おプラ 
グをを< 



进制 


電源ケーブルを傷つけとり、加工、過 

熱、修復しないでください。 

乂災になったり、感電する恐れがあり 

ます。 

♦ 設置時に、電源ケーブルを壁やラッ 
ク（冊）などの間にはさみ込んだり 
しないでください。 

♦ 重いものをのせたり、引っ張ったり 
しないでください。 

♦ 熱器具に近付けたり、過熱したりし 
ないでください。 

• 電源ケーブルを抜くときは、必ずプ 
ラグを持って抜いてください。 

♦ 極端に折り曲げないでください。 

♦ 電源ケーブルを接続したまま、機器 
を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社 

サポートセンターまたはお買い上げの 

販売店にご相談ください。 

本製品の分解や改造はしないで〈ださ 

い。 

火災や感電の恐れがありまず。 


煙が出たりをな臭いや音がしたら、 AC 
コンセントからプラグをおいてくださ 
い。 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり感電する恐れがあり 
ます。弊杜サポートセンターまたはお 
買い求めの販売店にご相談ください。 

本製品を落としたり、強い衝撃を与え 
たりした場合は、すぐに AC アダブタを 
おいてください。 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり感電する恐れがあり 
ます。弊杜サポートセンターまたはお 
買い求めの販売店にご相談ください。 

AC アダプタは、必ずイ寸属品を使巧して 
<ださい。 

付属品な外のものを使用すると、電圧 
や極性が異なる場合があり、発煙、火 
災や故障の恐れがあります。 



AC 100 V (50/60 HZ ) お外の AC コンセン 
卜には、絶対にプラグを差し込まない 
でください。 

海外などで異なる電圧で使巧すると、 
ショートしたり、発煙、火災の恐れが 
あります。 


AC アダプタは、 AC コンセントに完全に 
差し込んで〈ださい。 

差し込みが不完全なまま使巧すると、 
ショートや発熱の原因となり、火おや 
感電の恐れがあります。 

處 

電源プラ 
グを巧< 

液体や異物などが内部に入ったら、 AC 
コンセントからプラグをおいてくださ 
い。 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり、感電する恐れがあ 
ります。弊社サポートセンターまたは 
お買い上げの販売店にご相談くださ 

い。 

( S ) 

水場での 
巧巧ま]]: 

風呂場など、水分や湿気が多い場所で 
は、本製品を使用しないで〈ださい。 

火災になったり、感電する恐れがあり 
ます。 

側 

電気製品の内部やケーブル、コネクタ 
額にかさなお子様の手が届かないよう 
に機器を配置してください。 

けがをする危険があります。 
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A ミま意 



電源ケーブルが AC コンセントに接続さ 
れているときには、ミ需れた手で本製品 
に触らないで〈ださい。 

感電の原因となります。 


静電気による破損を防ぐため、本製品 
に触れる前に、身近な金属（ドアノブ 
やアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてく 
ださい。 

体などからの静電気は、本製品を破損 
させる恐れがあります。 


本製品を廃棄するときは、地方自治体 
の条例に従って〈ださい。 

条例の内容にっいては、各地ホ自治体 
にお問い合わせください。 


次の場所には設置しないで〈ださい。 

(X ) 感電、义災の原因となったり、製品に 
悪影響を及ぼすことがあります。 

ま 化 ♦ 強い磁界が発生するところ（あ障の 
原因となります） 

• 静電気が発生するところ（故障の原 
因となります） 

♦ 震動が発生するところ（けが、故障、 
破損の原因となります） 

♦ 平らでないところ（転倒したり、落 
下して、けがの原因となります） 

♦ 直射日光が当るところ（故障や変形 
の原因となります） 

♦ 火気の周辺、または熱気のこもると 
ころ（故障や変形の原因となりま 
す） 

♦ 漏電の危険があるところ（故障や感 
電の原因となります） 

• 漏水の危険があるところ（故障や感 
電の原因となります） 
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お線 LAN 製品ご巧用時におけるセキュリティに巧するごを意 

(お客様の指が（プライバシー巧護）に関する重要な事頃でず！） 


無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してバソコン等と無線 
アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に 
LAN 接続が可能であるといラ利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場巧に届くた 
め、セキュリティに関する設定を行っていない場合、が下のような問題が発生する可能 
性があります。 

• 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第兰者が、電波を故意に傍受し、のやパスワード又はクレジットカー 
ドま号等の個人情報、メールの内容等の通信内容を盗み見られる可能性があり 
ます。 


参不正に侵入される 

悪意ある第=者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、個人情報 
や機密情報を取り出す（情報漏を） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

コン ピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまラ可能性があります。 

本来、無線 LAN 力ードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセ 
キュリティの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリティに関する設定 
を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施されて 
いない場合があります。 

従って、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、無線 LAN 力 
-ドや無線 LAN アクセスポイントをご使巧になる前に、必ず無線 LAN 機器のセキュリ 
ティに関する全ての設定をマニュアルにしたがって行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊なちまによりセキュリティ設定が破られることもあり 
得ますので、ご理解の上、ご使用下さい。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自分で対処できない場合には、 

「 BUFFALO サポートセンター」までお問い合わせ下さい。 

当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理おし 
た上で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使 
用することをお奨めします。 


社団法人電子情報技術産業協会。日 TA ) 
「無級 L 7\ N のセキュリティに関するガイドライン」より 
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BUFFALO の巧線 LAN セキユリテイにがする®リ組みについて 
rmr^ . —. ' • ■ 

BUFFALO ではお客様がより快適でセキュアな無線 LAN を簡単にお使いいただける様に 
製品開発に取り組んでおります。 BUFFALO の無線 LAN AirS ね tion シリーズの無線 
LAN セキュリティについてご説明いたします。 


①簡単接続設定システム 「AirStation One-Touch Secure System 
( AOSS ) j 

「AirStation One-Touch Secure System(AOSS)」 は、これまで暗号化キーの設 
定や入力で煩雑だった無線 LAN の接続設定を飛躍的に簡単にする新技術です。これ 
を使用することで、ワンタッチでセキュアな無線 LAN ネットワークに接続できま 
す。暗号化方式は、標準的な 「WEP」 （64/128bitWEP) のほか、最新のセキュ 
リティである WPA にも採用されている 「TKIP」 、米国政府の標準暗号化方式とし 
て採用されている強固な 「AES」 に対応しており、 「AOSS」 がそれぞれの機器の 
セキュリティ機能レベルを判断して最適な暗号化方式に自動設定します。 

本製品は、 AOSS には対応しておりません。 


② プライバシーセパレータ 

無線バソコン間の通信を禁止する機能です。これを使用することで、同一のアクセ 
スポイントに接続している無線パソコンのデータが見えなくなるため、プライバシ 
一の保護が可能です。 


③無線送信出力制限 

無線の送信出力を変更する機能です。この数値を低くすると、無線の届く範囲が短 
くなるため、不要な電波漏れによる不正アクセスを防止できます。 


④ Any 接続拒否 

ESSID に SID) を 「Any」 にすることで誰でも接続できてしまう 「Any 接続」を禁 
止する機能です。 


⑤無線 ESSID ( SSID ) ステルス機能 

ビーコンパケットの中に SSID の情報を含めずに電波を発信する機能です。 
WindowsXP などのビーコン信号を検知する機能を搭載している端末から ESSID 
(SSID) を分からなくすることができます。 

AirStation シリーズでは④ 「Any 接続」を「許可しない」設定にすることで実現で 
きます。 








■電巧に関する注意 

•本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、技 
術基準適合証明を受けています。従って、本製品を巧用するときに無線局の免許は必 
要ありません。また、本製品は、日本国内でのみ{ま用できます。 

•本製品は、技術基準適合証明を受けていますので、な下の事項を行うとを律で罰せら 
れることがあります。 

-本製品を分解/改造すること 

-本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

• IEEE 802.11 a 対•応製品は、電波法により屋外での使用が禁じられています。 

• IE 甜 802. llg / b 対■応製品は、次の場巧で使用しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2. 4細 Z 付近の電波を{ま 
用しているものの近く （環境により電波が届かない場合があります。） 

• IEEE 802. llg / b 対•広製品の無線チャンネルは、な下の機器や無線局と同じ周波数帯を 
巧用します。 

-産業-科学-居お用機器 

-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 

① 構内無線局（免許を要する無線局） 

② 特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

• IEEE 802. llg / b 対•応製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れが 
あるため、な下の事項に注意してください。 

1本製品を巧用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特を小電力無線局が 
運用されていないことを確認してください。 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に巧して電波干渉の事例が発生した場 
合は、速やかに本製品の使用周波数を変更して、電波干渉をしないようにしてくだ 
さい。 


3その他、本製品から移動体識別用の特を小電力無線局に巧して電波干渉の事例が発 
生した場合など何かお困りのことが起きたときは、弊社サポートセンターへお問い 
合わせください。 


使用周波数帯域 

2. 4細 Z 

を調方式 

OFDM 方式/ DS - SS 方式 

想定干渉距離 

40 ni な下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定小電力無線局」 
帯域を回避可能 




はじめに 

ここでは、本書「導入ガイド」の目的、構成および読み方について説明しています。 

巨的 

このマニュアルでは、 本製品の最初のセットアップホ法、デフォルト設定、トラブル 
シュー ティングと本製品の仕様について説明しています。また、 このマニュアルは、 本 
製品を初めて設置および設定する人を対象にしています。本製品を設置するには、ネッ 
トワークの構造、用語、および、概念に関する知識が必要です。 

構ぶ 

このマニュアルは、 次の4章で構成されています。 

第1章「製品概要」では、本製品の機能と仕様について説明しています。 

第2章「設置」では、基本的な設置方法を説明しています。 

第3章「基本設定」では、基本的な設定方法を説明しています。 

第4章「付録」では、本製品のデフォルト設定と、七ットアップ中に発生する可能性のあ 
る問題の解決方法について説明しています。 

本書のほいかた（文中マーク/用語ま記） 

本書を正しくお使いいただくための表記上の約束ごとを説明します。 

ミち意 マーク 

製品の取りあいにあたって注意すべき事項です。この注意事項に従わなかった場合、身 
体や製品に損傷をみえるおそれがあります。 

メモマーク rraa 

製品の取り扳いに関する補足事項、知っておくべき事項です。 

参照マーク I 

関連のある項目 のべ' —ジを記しています。 

-文中 [] で囲んだぶ称は、操作の際に選択するメニュー、ボタン、テキストボックス、 
チェックボックスなどの名称を表わしています。 

-文中『』で囲んだ名称は、ソフトウェアやダイアログボックスの名称を表わしてい 
ます。 

. 本書では原則として、弊社製無線 LAN アダプタを装着した パソコンを 無線 パソコン、 

本製品の設定に使用するパソコンを設定用パソコンと表記しています。 

-ケーブルで接続された 10/100 BASE の LAN とケーブルを巧用しない無線 LAN を明確に区 
別するために、本書では次の用語を巧用しています。 

有線 LAN ...... ケーブルで接続された LAN 

無線 LAN ...... 無線通信を巧用した LAN 

上記の用語は、説明のために本書のみで便宜上巧用するものであり、一般的には巧用 
されません。あらかじめご了承ください。 
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第 1 章製品が要 

本製品は、無線 LAN のアクセスポイントです。無線 LAN と有線 LAN 間の接続ポイントとして 
機能します。また、無線パソコンが本製品の通信範囲内にあれば、複数のアク七スポイ 
ントのうち最もつながりやすいアクセスポイントに自動的に接続するので、施設全体を 
移動しながら途切れることのない通信をすることができまず。 

この 章では、次の内容に ついて 説明しまず。 

-主要な機能 

• ネットワーク構成例 

•仕様 

1-1 ま要な機能 

この項では、次にあげる本製品の主要機能について説明しています。 

• PoE (Power over Ethernet ) 

. コネクタとスイッチ 
. 外部アンテナ 
- LED 表示 

1-1-1 PoE (Power over Ethernet ) 

本製品は、別売の PoE 給電機器をイ吏うことによって、 LAN ケーブルから電力を受け取るこ 
とができます。この場合は、本製品に AC アダプタを接続する必要はありません。 

1^^ PoE の詳細については、別売の PoE 給電機器のマニュアルを参照してください。 


必ず本製品に対応した弊社製 PoE 給電機器をお使いください。 
fflJ2/HA シリーズと WLM2/H シリーズでは、使用可能な PoE 給電機器が異なりますのでごを 
意ください。 



トト 2 コネクタとスイツチ 


シリアルポート 
( SERIAL ) 

DC コネクタ—— 
( DC - IN ) 


初期化スイッチ 
( INIT ) 

LANtI 、 ート- 

(10 M /100 M ) 



' —弊社製屋外アンテナ添付の接続ケーブル取り付け位置 


LAN ポー K 

LAN ケーブルで、本製品の LAN ポートとハブなどのネットワーク機器を接続します。本製 
品の LAN ポートは AUTO-MDIX に巧応しているため、 LAN ケーブルの種類（ストレート/クロ 
ス）に関係なくネットワーク機器と接続できます。 

また、別売の PoE 給電機器を巧えば、 LAN ケーブルから電力を受け取ることができるため、 
AC アダプタを接続する必要がありません。 

PoE の詳細については、別売の PoE 給電機器のマニュアルを参照してください。 


シリアルポート 

本製品のシリアルポートから、コンソールで設定画面にアクセスできます。添付のシリ 
アルケーブルを巧用して、パソコンの COM ポートと本製品のシリアルポートを接続します。 
次の設をで、ターミナルソフトから設を画面を開きます。 


転巧レート 

57600 bps 

データビット 

8 

パリティ 

なし 

ストップビット 

1 

フロー制御 

なし 


巧が化スイッチ 

このスイッチを DIAGL 邸が点滅するまで（約3秒間）押すと、本製品の設を内容をデフォ 
ルトに戻すことができます。 

1-1-3 かがアンテナ 

本製品には、 IEE 防 02.llb/g 対•応外部アンテナ（別売）を取り付けられます。 

.屋内アンテナ WLE-DA/WLE-NDR 

.屋外アンテナ WLE-HG-DA/WLE- 服- DYG/WLE-HG-NDC 
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1-1-4 LED 表示 


本体上部にある 5 個の L 邸で、本製品の動作状態がわかります。 


□ D g D D 


POWER — — DIAG 


WIRELESS1 


ETHERNET 


WIRELESS2 


- POW 邸 L 邸 電源 ON 時に点灯（緑）します。 


.WIRELESS1 LED <WLMtA54G54 シリーズ> 点げ（緑）：I邸 E802.llg の無線接続時。 

点滅（敵： IE 邸 802. llg の無線通信時。 
<WLM2 - G54 シリーズ〉 点灯しません。 


.WIRELESS2 LED <WLM2-A54G54 シリーズ> 点げ（緑）：I邸防 02.11a の無線接続時。 

点滅なを）： IE 邸 802.11a の無線通信時。 
<WLM2-G 日4シリーズ〉 点灯（緑）： IE 邸 802. llg の無線接続時。 

点滅（級： IE 邸 802. llg の無線通信時。 


- ET 肥 RNET L 邸 有線 LAN の接続が有効な時に点灯 （100Mbps :緑、 10Mbps :植）します。 


- DIAG LED L 邸の 点な回数により、本製品の ステータスを 示します。 


エラー表示が出る場合は、 AC アダプタをコンセントからいったん抜 
いてください。 AC アダプタを再び差し込んだときもエラー表示が出 
る場合は、弊社修 a センター宛てに本製品をお送りください。 

なお、ファームウェアアップデート中の点滅は故障ではありません 
ので、本製品をお送りいただく必要はありません。 


LED 表巧 

ステータス 

起動時に赤を常時点灯 

RAM ェラー 

起動時/設定保存直後にホ色2回点滅 

Flash ROM エラー 

起動時に赤色3回点滅 

有線 LAN ュラー 

起動時に赤を4回点滅 

無線 LAN ェラー 

起動時に赤を9回点滅 

システム エラー 

数分間ホ色点滅 

ファームウェアアップデート中 
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1-2 ネットワーク構巧例 

本製品を巧った無線ネットワークの構成例を説明します。本製品のデフォルトは、無線 
LAN (無線パソコン）と有線 LAN の間の接続ポイントとして動作するように設定されてい 
ます。 

1-2-1 お線 LAN - 有線 LAN 囲の巧続ポイント 

本製品は、有線 LAN と無線 LAN 撫線パソコン）の接続ポイ 
ント（アクセスポイント）として使用できます。 

有線 LAN 上に複数のアクセスポイントがある場合、接続中 
のアクセスポイントの電波が届かない場巧に無線パソコ 
ンを移動しても、別のアクセスポイントに自動的に接続さ 
れるため、ネットワークとの接続が切断されません（ロー 
ミング機能)。ローミング機能を巧用するときは、をアク 
七スポイントに同じ ESSID ( SSID ) を設定します。 



1-2-2 お線の電液範旧をにげるリピータ機能 


本製品は WDS (Wireless Distribution System 、 アクセス 
ポイント間通信）に対応しているため、無線のリピータと 
して巧用することができます。 

リピータとしてイ吏用することにより、無線の電波が届く範 
囲をお大したり、電波を遮断する障害物を回避したりする 
ことができます。 

リピータとして使用する場合は、本製品が有線 LAN に接続 
されている必要はありません。また、通信相手のアクセス 
ポイントの MAC アドレスを設定する必要があります。 



1-2-3 WDS 通信機能 

本製品は6台までの WDS 通信（アクセスポイント間通信）に 
対■応しているため、部署内やビル内の有線 LAN 同±を無線 
で接続することが可能です。 WDS 通信が不を定な場合は、 
本製品を WDS 専用モードに設定してください。 

WDS 機能を搭載した下記アクセスポイントと相互通信が可 
能です。 


WLAH シリーズ、 WLM 2 シリーズ、 WLM - LllG 、 WLA ^ AWCG 、 
WLA - G 54, WLA - G 54 C 、 WLA - BU 、 WLA - LllG 、 冊 R - G 日4、 
WZR / 冊 R 3/ W 册 2/ WBR 2/ WBR シリーズなど 
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1-3 化様 

[^3 最新の製品情報については、カタログまたはホームページ （ buffalo , jp ) を参照 
してください。 

1 -3-1 WLM2-A54G54/HA および VfLM2-G54/HA の仕様 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装 
置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合に 
は使用者が適切な対策を講ずるように要求されることがあります。 

万一、障害が発生したときは、次の対策を行ってください。 

•本製品と、テレビやラジホの距離を離してみる。 

•本製品と、テレビやラジオの向きを変えてみる。 


シリアル 
インター 

フエ'~ス 

部 

ポ'~卜 

Mini - DIN 8 ピン（メス） 

有線 LAN 
部 

準拠規格 

IEEE 802. 3 (10 BA 沈- T )、 IEEE 802. 3 u (100 BA 沈 -T 田 

データ転送速度 

lO/lOOMbps 自動設を、 10 Mbps 固定、100 Mbps 固定 

テ ー タ早ぉ送モード 

半二重/全二重自動設定、半二重固定 

ポ'~卜 

100 BASE - TX /10 BA 沈 - T ポート XI ( RJ -4 日型8極コネク 
夕、 AUT 0- MDIX 対•応、 PoE 受電対■応） 

無線 LAN 
部（ I 邸 E 
802. 11 a ) 

《 WLM 2 - 
A 54 G 54/ 
HA のみ 

準拠規格 

IEEE 802.11 a 

ARIB STD - T 71 (小電カデータ通信システム規格） 

伝送ホ式 

直交周波数分割多重を調 （ OFDM ) ホ式単信（半二重） 

データ通信速度 

(オートセンス） 

6/9/12/18/24/36/48/54 Mbps 

アクセスホ式 

インフラストラクチャモード 

WDS モード（アクセスポイント目おまで） 

周波数範囲 
(中も周波数） 

5170〜日230刪 Z (34/38/42/4 目 ch ) 

^携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジホ等と 
は混信しません。 

アンテナ 

ダイバシティホ式（内蔵） 

セキュリティ 

インフラストラクチャモード時： 

WPA - PSK け KIP 、 AES )、128(104)/64 (40) ビット WEP 、 

I 邸 E 抓 2. lx、WPA ( RADIUS )、 設を画面パスワード 、 MAC 
アドレス登録機能 （2 日6件※） Any 接続拒否、プライバ 
シー七パレータ、電波送信出力 

WDS モード時： 

AES 、128(104)/64 (40) ビット WEP 

インターフェース 

MiniPCI カード 
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無線 LAN 
部 a 邸 E 
802. llg ) 

準拠規格 

IEEE 802. lib . IE 祀 802. 11旨 

ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

伝送ホ式 

直交周波数分割多重を調 （0 阳 M ) ホ式単信（半二重） 
直接スぺクトラムあ散 （ DS - SS ) 方式単信（半二重） 

データ通信速度 
(ホートセンス） 

6/9/12/18/24/36/48/54 Mbps ( IEEE 802. llg ) 
1/2/5. 5 /llMbps ( IEEE 802. lib ) 

アク七ス方式 

インフラストラクチャモード 

WDS モード（アクセスポイント6台まで） 

周波歎範囲 
(中ム周波数） 

2412〜2472丽 Z (1 〜 13 ch ) 

※携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等と 
は混信しません。 

アンテナ 

WLM 2- A 54 G 54 /HA :シングルアンテナ（内蔵） 
WLM 2- G 54 /HA :ダイバシティアンテナ（内蔵） 

セキュリティ 

インフラストラクチャモード時： 

WPA - PSK 灯 KIP 、 AES )、128(104)/64 (40) ビット WEP 、 
IEEE 802. lx、WPA ( RADIUS )、 設を画面パスワード 、 MAC 
アドレス登録機能 （256 件※） Any 接続拒否、プライバ 
シー七パレータ、電波送信出力 

WDS モード時： 

AES 、128(104)/64 (40) ビット肥 P 

インターフェース 

WLM 2- A 日 4 G 54 /HA : PC カード ( CardBus ) 

WLM 2- G 54 /HA : MiniPCI 

電源電圧 

AC アダプタ使用時 

DC 5 V 

PoE 巧用時 

DC 48 V 

消費電力 

AC アダプタ使用時 

WLM 2- A 54 G 54 /HA :最大 8. 8 W 

WLM 2- G 54 /HA :最大 7. 5 W 

PoE 巧用時 

WLM 2- A 日 4 G 54 /HA :最大 10. 0 W 

WLM 2- G 54 /HA :最大 9. 6 W 

消費電流 

AC アダプタ使用時 

WLM 2- A 54 G 54 /HA :最大 1. 8 A 

WLM 2- G 54 /HA :最大 1. 3 A 

PoE 巧用時 

WLM 2- A 日 4 G 54 /HA :最大 220 mA 

WLM 2- G 54 /HA :最大 140 mA 

動作環境 

温度 

〇〜45で 

湿度 

10〜90〇/〇 

重量 

WLM 2- A 日 4 G 54 /HA : 66日 g 

WLM 2 -妨 4 /HA : 630 g 

外形寸法 

195 ( W ) XI 69( D ) X 46( H ) mm 

取得規格 

VCCI Class A 


《 MAC アドレス登録機能は、 IEEE 802.11 a と IE 甜 802. llg で合計256件です。 
《最大同時接続数は、 I 邸防 02.11 a と IEEE 802. llg でそれぞれ256台です。 
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1-3-2 WLM2-A54G54/H および WLM2-G54/H の仕様 


この装置は、情報赃理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術 
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオや 
テレビジョン 受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取あ説明書に従って正しい取りあいをしてください。 

ラジオやテレビジョン受信機（が下、テレビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆがみが この 
商品による影響と思われましたら、 この 商品の電源スイッチをいったん切ってください。電源 
スイッチを切ることにより、ラジホやテレビなどが正常な状態に回復するようでしたら、が後 
は次の方法を組み合わせて受信障害を防止してください。 

-本製品と、ラジホやテレビ双方の位置や向きを変えてみる 

•本製品と、ラジホやテレビ双方の距離を離してみる 

-本製品と、ラジホやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる 


シリアル 
インター 

フェース 

部 

ポート 

Mini - DIN 8 ピン（メス） 

有線 LAN 
部 

準拠規格 

IE 甜 802. 3 (10 BASE - T )、 IEEE 802. 3 u (100 BA 沈- 

データ転送速度 

lO/lOOMbps 自動設定、 10 Mbps 固を、100 Mbps 固定 

データ転送モード 

半二重/全二重自動設を、半二重固定 

ポート 

100 BASE - TX /10 BA 沈 - T ポート XI ( RJ -4日型8極コネク 
夕、 AUTO - MDIX 対•応、 PoE 受電対■応） 

無線 LAN 
部（ I 邸 E 
802. 11 a ) 

《 WLM 2- 

A 54 G 54/ 

H のみ 

準拠規格 

IEEE 802.11 a 

ARIB STD - T 71 (小電カデータ通信システム規格） 

伝送ホ式 

直交周波数分割多重を調め FDM ) ホ式単信（半二重） 

データ通信速度 
(ホートセンス） 

6/9/12/18/24/36/48/54 Mbps 

アク七スホ式 

インフラストラクチャモード 

WDS モード（アクセスポイント6台まで） 

周波数範囲 
(中ム周波数） 

5170〜5230刪 Z (34/38/42/4 目 ch ) 

※携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等と 
は混信しません。 

アンテナ 

ダイバシティ方式（内蔵） 

セキュリテイ 

インフラストラクチャモード時： 

WPA - P 沈灯 KIP 、 AES )、128(104)/64 (40) ビット肥 P 、 
IEE 防 02. lx、WPA ( RADIUS )、 設定画面パスワード 、 MAC 
アドレス登録機能 （2 日6件※） Any 接続拒否、プライバ 
シー七パレータ、電波送信出力 

WDS モード時： 

128(104)/64 (40) ビット肥 P 

インターフェース 

MiniPCI カード 
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無線 LAN 
部 a 邸 E 
802. llg ) 

準拠規格 

IEEE 802. lib . IE 祀 802. 11旨 

ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

伝送ホ式 

直交周波数分割多重を調 （0 阳 M ) ホ式単信（半二重） 
直接スぺクトラムあ散 （ DS - SS ) 方式単信（半二重） 

データ通信速度 
(ホートセンス） 

6/9/12/18/24/36/48/54 Mbps ( IEEE 802. llg ) 
1/2/5. 5 /llMbps ( IEEE 802. lib ) 

アク七ス方式 

インフラストラクチャモード 

WDS モード（アクセスポイント6台まで） 

周波歎範囲 
(中ム周波数） 

2412〜2472丽 Z (1 〜 13 ch ) 

※携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等と 
は混信しません。 

アンテナ 

WLM 2- A 54 G 日 4 /H ;シングルアンテナ（内蔵） 

WLM 2- G 54 /H :ダイバシティアンテナ（内蔵） 

セキュリティ 

インフラストラクチヤモード時： 

WPA - PSK 打 KIP 、 AES )、128(104)/64 (40) ビット肥 P 、 
IEEE 802. lx 、 WPA ( RADIUS ). 設を画面パスワード 、 MAC 
アドレス登録機能 （256 件※） Any 接続拒否、プライバ 
シー七パレータ、電波送信出力 

WDS モード時： 

128(104)/64 (40) ビット肥 P 

インターフェース 

WLM 2- A 54 G 54 /H : PC カード （ Car 地 us ) 

WLM 2 -妨 4 /H : MiniPCI 

電源電圧 

AC アダプタ使用時 

DC 5 V 

PoE 巧用時 

DC 48 V 

消費電力 

AC アダプタ使用時 

WLM 2- A 54 G 54 /H :最大 9. 46 W 

WLM 2- G 54 /H :最大 7. 5 W 

PoE 巧用時 

WLM 2- A 54 G 54 /H :最大 10. 74 W 

WLM 2- G 54 /H :最大 9. 6 W 

消費電流 

AC アダプタ使用時 

WLM 2- A 54 的 4 /H :最大 1.9 A 

WLM 2- G 54 /H :最大 し 3 A 

PoE 巧用時 

WLM 2- A 54 G 54 /H :最大 226 mA 

WLM 2- G 54 /H :最大 140 mA 

動作環境 

温度 

0~45 °C 

湿度 

10〜90〇/〇 

重量 

WLM 2- A 日 4 G 54 /H : 70 Og 

WLM 2- G 54 /H : 642 g 

外形寸法 

195 ( W ) XI 69( D ) X 46( H ) mm 

取得規格 

VCCI Class B 


《 MAC アドレス登録機能は、 IEEE 802.11 a と IEEE 802. llg で合計256件です。 
《最大同時接続数は、 I 邸防 02.11 a と IEEE 802. llg でそれぞれ256台です。 
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第 2 章設置 

この章では、本製品の七ットアップについて説明していまず。 

.電波に関する注意 
• パッケ ■ —ジ内容 
-本製品の取り付け 

2-1 電波に関ずるな意 

本製品は無線で通信するため、障害物などの干渉の影響を受けることがあります。次の 
ような場所に本製品を設置すると、スループットが減少したり通信範囲が狭くなったり 
することがあります。あらかじめご了承ください。 

-鉄筋コンクリートや構造に金属が使用されている建物内や金属製の家具や棚の近く。 

-電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ（電子レンジは本製品と 
同じ周波数で動作するため、環境により電波が届かない攝合があります)。 

※之. 4細 Z 付近の電波を使用しているものの近くで使用すると双方の処理速度が落ちる場合 
があります。 

《 IEEE 802.11 a 対応製品は、電波法により屋外での使用が禁止されています。 I 邸 E 802.11 a 
製品を屋外で使用する場合は、 IEEE 802.11 a の無線機能を無効にしてください。 

2-2 パッケージ巧容 

パッケージには、次のものが個包されています。万一、不足しているものがありました 


ら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

- WLM 2 (本体） . 1台 

- AC アダプタ . 1個 

-電源コード . 1本 

-壁掛け用金具 . 1枚 

-ねじ禮掛け用） . 4本 

-ねじ（本体固定用） . 2本 

. Mini-DI 腑ピンー D - sub 9 ピンクロスシリアルケーブル . 1 本 

-シリアル番号シール . 1式 

-導入ガイド（本書）（保証書がき） . 1冊 

-設定ガイド . 1冊 

• AirNavigator CD . 1な 


別紙で追加情報が添付されている場合は、必ず参照してください。 

本製品は、 GPL の適用ソフトウェアを使用しており、本製品のユーザー登録をされた方 
は、これらのソースコードの入手、改変、再配布の権利があります。詳細は、添付 CD - 
R 0 M 内の 「gpL t な」をご覧ください。 
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2-3 本製品の取 y がけ 

本製品を次の手順で取り付けます。 

2-3-1 巧 y がけに化要なをの 

本製品の取り付けには、次のものが必要となります。 

- WLM 2 (本体） 

-取り付け金具•ねじ（本製品を柱や壁に設置する場合） 

. 有線 LAN に接続するための LAN ケーブル 

2-3-2 かがアンテナの取 y 巧け 

別売の外部アンテナを取り付ける場合は、下図のように取り付けてください。また、取 
り付ける製品のマニュアルも必ず参照してください。 

く WLM 2- A 54 G 54 シリーズの場合> 



出荷時が態で PC 力ードか部アンテナ用コネクタに本体内蔵のアンテナが接続されて 
います。外部アンテナを接続する場合は、接続されているアンテナのケーブルを取 
り外してから、取りかけてください。 
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く WLM 2- G 54 シリーズの場合> 
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2-3-3 本製品の設置 

本製品を柱や壁に設置する場合は、添付の取り付け金具を使用しまず。 

下図のように金具をねじ止めした後、本体にねじを取り付け、金具に引っかけてくださ 

レ、。 



•印の箇所をねじ止めして〈ださい。本体に取り付け 
とわじを、金具の巧に引っかけて固定します。 

本製品の設定を完了してから、柱や壁に設置してください。シリアルケーブルの 
接続など、いくつかの手順がやりやすくなります。 


2-3-4 LAN ケーブルの巧続と電源投入 

1. 電源を入れる前に、有線 LAN と本製品の LAN ポートを LAN ケーブルで接続します。 

2. 本製品の DC コネクタに、 AC アダプタを差し込みます。 


感電防止のため、 AC コードについているアース線は必ず 
接地してください。 

アース線は電源プラグをつなぐ前に巧続し、電源プラグ 
を巧いてから外して〈ださい。順序を守らないと感電の 
原因となります。アース線がコンセントや他の電極に接 
触しないようにして < ださい。 



3. AC アダプタを コンセントに 差し込むと、本製品の電源が入ります。 

別売の PoE 給電機器を使って電源を入力する場合は、 PoE 給電機器のマニュアルを 
参照して、接続してください。 
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第 3 章基本設定 

この章では、基本的な設定例として、本製品のぶお、 IP アドレス、デフォルトゲートウェ 
イ、 DNS サーバ、時刻、 ESSID ( SSID )、 無線チャンネルと暗をキーを設定する方をについ 
て説明しています。設定には、 Web ブラウザや、 Telnet などのターミナルソフトを巧用で 
きます。 

設定についての詳細は、別冊「設定ガイド」を参照してください。 


この章には次のセクシヨンがあります。 

-設定の前に 
-設を手順の流れ 

-有線 LAN で接続して本製品を設をする 
. シリアルケーブルで接続して本製品を設定する 

3-1 設をの巧に 

本製品を設定する前に、次の項目について確認してください。 


化まな情が 

-本製品に設をするを称 

-本製品の ESSID ( SSID ) (大文字と小文字は区別されます） 

. 本製品の IP アドレス （ DHCP サーバから自動取得しない場合） 

. デフオルトゲートウェイの IP アドレス （ DHCP サーバから自動取得しない場合) 
. 本体下部のラベルに印刷されている有線 MAC アドレス（例： 000 D 0 B 123456) 

化まなをの 

. 設定用パソコン 


3-2 設定手順の流れ 

設を手順の流れは、次の通りです。 

ステップ1 

本製品と設を用パソコンを接続します。 

ステップ2 

有線 LAN でパソコンと本製品を接続した場合は、添付アプリケーション「クライアントマ 
ネージャ」を巧用して、 ffeb ブラウザから設定画面を開きます。 

また、添付のシリアルケーブルでパソコンと本製品を接続した場合は、ターミナルソフ 
卜から設を画面を開きます。 
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クライアントマネージャの使用方法や Web ブラウザでの設定ホ法については、「有 
線 LAN で接続して本製品を設定する」 （ P 22) を参照してください。また、ターミナルソフ 
卜を使用した設をについては、「シリアルケーブルで接続して本製品を設定する」 （ P 30) 
を参照してください。 


ステップ3 

本製品の設をを行います。 

本製品のセキュリティ、フィルタリングおよびその他の機能の設定については、 
別冊「設定ガイド」を参照してください。 


3-3 有線 LAN で巧続して本製品を設をずる 

ここでは、本製品とパソコンを有線 LAN で接続し、 Web ブラウザを使用して設定する手順 
を説明します。 

3-3-1 クライアントマネージヤのインストール 

本製品の設定をするパソコンに、クライアントマネージャをインストールします。クラ 
イアントマネージャには、本製品に任意の IP アドレスを設をし、本製品にアクセスする 
機能があります。 

ステップ1 

AirNavigator CD を、パソコンの CD - ROM ドライブに挿入します。 

I AirNavigator が起動しない場合は 、 AirNavigator CD 内の setup , exe ファイルをダ 

ブルクリックします。 


ステップ2 

レけコン設定ユーテイリテイをインストール]を選択し、读行]をクリックします。 

ステップ3 

クライアントマネージャの InstallShi eld Wizard が起動したら、ウイザードの指示に 
従ってインストールを完了しまず。 

3-3-2 基本的な設ま 

クライアントマネージャを f まって本製品の IP アドレスを設定し、 Web ブラウザで基本的な 
設定を行います。 

Craa 設定を行うパソコンには、有効な IP アドレスが設をされている必要があります。 


ステップ1 

本製品とパソコンを、 LAN ケーブルで LAN に接続します。 
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ステップ 2 

[スタート]-[(すべての）プログラム ]- [MELCO I 服]- [エア ステーションユー 
ティリティ]一[クライアントマネージャ]を選択して、クライアントマネージャを起 
動します。 

ffindowsXP の場合、次の画面が表示されます。 「 WindowsXP 標準ユーティリティを無 
効にする」のチェックマークを外した状態で、 [0 K ] をクリックします。 



ステップ3 

[編集]—[エアステーション検索]を選択すると、本製品が検索されます。検索され 
た本製品を選択*して、惟班一 [ IP アドレス設定]を選択します。 

《 WLM 2- A 日4妨4シリーズなどの ESSID ( SSI 扣が2つ設定されている製品の場合、どちらを選 
巧しても構いません。 


デフオルトのエアステーション名は、 " AP " の2文字に有線側 MAC アドレス12巧を加え 
た文字列です。 

本製品に内蔵されている無線カードには、 ESSID ( SSI 的が設をされています。デフォ 
ルトでは、な下の値が設定されています。 

《 WLM 2- G 日4 シリーズの 場合》 

有線 MAC アドレスが設定されています。 

《 WLM 2- A 54 G 54 シリーズの 場合》 

内蔵する無線カードごとに、有線側 MAC アドレスに無線の種類を意ホする英字し A ま 
たは_のを加えた文字列が設定されています。 

本製品とパソコンが同じサブネットに属している場合は、検索された本製品を選択し 
て惟班一[エアステーション設定]を選択すると、 ステップ5 に進むことができ 
ます。 
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ステップ 4 

本製品に割り当てる IP アドレスを入力し、防のをクリックします。 IP アドレスは、本製 
品に接続するパソコンと同じサブネットに設定する必要があります。 IP アドレスを DHCP 
サーバから自動取得する場合は、 「IP アドレスを自動的に取得」にチェックマークを付け 
て、 [0K] をクリックします。 



ステップ5 

ユーザーをとパスワードを入力する画面が表示されます。ユーザーをに root と入力し、 
パスワードは空欄のまま阳 K] をクリックします。 
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ステップ 6 

設定画面が表示されます。 

rma ターミナルソフトや Telnet ソフトから本製品の設を画面を開いているときは、ブ 
ラウザから設定画面を開くことができません。 



ステップ7 

画面左の[管巧]一[時間設を]をクリックして、「時間設定」画面を表示します。 



ステップ8 

現在の時刻を入力します。[設駐をクリックすると設定が反映されます。 

rw 停電時でも内蔵時計は1時間程度動作します。 
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ステップ 9 

画面左の [ LAN 設定]-[無線]をクリックして、「無線設定」画面を表示します。 
ESSID ( SSID )、 無線チャンネルの設定を行います。[設定]をクリックすると設定が反映 
されます。 


WLM 2- A 54 G 日4シリーズの場合は、無線の種類ごとに設ををおこないます。ツリーメ 
ニューの「802. llaj または「802. llgj をクリックして、それぞれの設定画面に切り 
替えます。 

ESSID ( SSID ) は、無線 パソコ ンが本製品との関連付けに使用する固有の識別情巧です。 
半ち英数字と半ち記をを使って、32文字までの長さで設定できます（大文字と小文字 
は区別されます)。 

IEEE 802. llg の無線モードには、次のような違いがあります。詳細はヘルプ 。を 参照 
してください。 

. llb ( llM)-WiFi : IEEE 802.11 b 専用モード 
. llg (54 M )/ llb ( llM)-Auto : IEEE 802. llg/b 互換モード 
. 1 lg (54 M)-Turbo : IE 邸 802. llg 専用モード 


3 AirStat ion Pro Plus Settings - Microsoft Internet Explorer 


曰回因 


ファイルの編集の 隶猶 も ' 黃に入り ( 百）ツ - ルのヘルプ(ぶ 

リンクの 巧 

BUFFALO 

Wireless LAN Access Point 了"^ 

>4 irStationiro 



WLM 2 -SERIES 

atop 

無综設定の 02.11 a) ミ 


▼LAN 設定 




-無巧 

お巧‘‘ T 

回 有効にする 


1-802.1 la 

ESSID(SSID) 

lOOODOBI 23456 _A | 


L 802.1 Ifi 

おな チャン ネル' 空 

|34 チサ シネ ル v | 


-がなセキュリティ 

BSS BasicRateSet i 

[default V | 


-MAC アクセス制巧 

DTIM Period — 

h 1 


-VVDS (リピータ採能） 

-LAN ポート 

ロードバランス(接综台 
教制巧） ミ 

[256 1/ 256 

►ネットワーク設を 

フレームパー スト. こ 

囚巧用する 

►管理 

送信ホカ ミ 

|100 S(S v | 



画 




を音 

設定を巧っているバソコンと巧信できない設君こおちすると設定を疫巧 
できなくなります。記をぞ摸けるち合は一度ブラウザをお了してパソコン 
ffl の該をぞ巧更し、ユーティリティからブラウザをちれして下さい。 


-26 - 

























ステップ 10 

画面左の[無線セキュリティ]をクリックして、「無線セキュリティ設定」画面を表示し 
ます。 

ANY 接続、プライバシー七パレータおよび暗号化の設定を行います。[設面をクリック 
すると設定が反映されます。 


- WLM 2- A 日 4 G 54 シリーズは、無線の種類ごとに設定をおこないます。ツリー メニューの 
「802. 11 a 」 または「802. llg 」 をクリックして、それぞれの設定画面に切り替えます。 

. ANY 接続を「許可しない」にすると、無線パソコンからの本製品の検索を禁止するこ 
とができます。 

. 暗号化の種類は WEP 、 TKIP 、 AES の3つから選択できます。 

W 邸を設定する場合は、暗をキーけ:字入力の場合は5文字または口文字の半巧英数字 
記号、16進数入力の場合は10巧または26巧）を入力します。 

TKIP や AES を設をする場合は、「無線の認証」欄で rwPA-PSKj または 「 WPA -802. lx 」 

を選択する必要があります。無線の認証で 「 WPA - PSKJ を選択した場合は、事前共有 
キー（文字入力の場合は、8〜63文字の半ち英数字、16進数入力の場合は64巧）を入力 
します。 

. プライバシー七パレータを巧用すると、本製品に接続している、同じ無線規格の無線 
パソコン同±の通信を禁止できます。ただし、有線 LAN と無線 LAN 間や IE 邸 802.11 a と 
I 邸 E 802. Ub / g 間、および WDS (アクセスポイント間通信）経由での通信は、禁止できま 
せん。 
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TKIP や AES を使用する場合、が下の制限事項があります。 

-無線アダプタが TKIP や AES に対■応している必要があります。 

• 無線パソコンの 0 S が WindowsXP の場合、 Microsoft 社が提供する 「WindowsXP Service 
Pack 2」が降、または r WindowsXP Service Pack 1」と 「Windows XP Wireless 
Protected Access サポ'—卜修正プロダラム」が必要です 。 Windows Update 
( http :// windo 耶 supdate . microsoft . com /) からダウンロードしてインストールして 
ください。 

. 無線パソコンの 0 S が Windows 2000 / Me /98 の場合 、 AirSupplicant Ver . 2. 22が降が必要で 
す。弊社ホームページ （ http :// buffalo . melcoinc . CO. jp / download / driver / index , html ) 
からダウンロー ドしてインストーノレしてください。 

- TKIP や AES を使用して接続できる無線機器は、日0台が下です。 

ステップ11 

左の画面の [ LAN ポ'ート]をクリックして、 「 LAN ポ'—卜設定」画面を表示します。 

IP アドレスを変更する場合は、 IP アドレスを入力し、サブネットマスクを選択します。 
DHCP サーバから自動的に取得する場合は、 [ DHCP サーバから IP アドレスを自動取得]を選 
択します。 


デフ オルトダー トウエイ欄に、デフ オルトゲー トウエイの IP ア ドレスを 入力します。 ダー 
トウエイが存在しないときは空欄にします。 

入力後、[設定]をクリックすると設定が反映されます。 
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ステップ 12 

左の画面の[管 a ] — [本体設を]をクリックして、「本体設定」画面を表示します。 

エアステーション名に、本製品に設定する任意のを称を入力します。エアステーション 
をの入力は必須ではありませんが、複数のエアステーションが存在する場合、本製品の 
識別がを易になります。 

現在のパスワード欄は空欄のままにして、新パスワード欄とパスワード確認欄に、新し 
いパスワードを入力します。設をしたパスワードは、ちれないようにしてください。 
入力後、[設定]をクリックすると設をが反映されます。 

rw パスワードは、半ち英数字とアンダースコア （_ ) を巧って、8文字までの長さ 
で設定できます。 



圖本章で説明していない設定項目については、別»「設定ガイド」を参照してくだ 
さい。 

I Mi ステップ2 で WindowsXP 標準ユーテイリテイ （Wireless Zero Configuration サー 
ビス）を無効にした場合、 WindowsXP 標準の無線 LAN 設定画面が使用できなくなりま 
す。 Win 过 owsXP 標準ューテイリテイを再び巧用できるようにするには、クライアントマ 
ネージャの [ファイル]—[オプション]メニューを選択し、 「 WindowsXP 標準ユー テイ 
リテイを使用する」にチェックマークを付けて、 [ OK ] をクリックします。 
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3-4 シリアルケーブルで巧続して本製品を設 
定ずる 

ここでは、本製品と設を用パソコンを添かのシリアルケーブルで接続し、ターミナルソ 
フトを使用して本製品の設ををする手順を説明します。 


3-4-1 基本的な設定 

ここでは、 Windows の標準アプリケーション『ハイパーターミナル』を巧用した場合につ 
いて説明しています。化のプログラムを f ま用した場合でも、操作はほぼ同じです。 

Craa ブラウザや Telnet ソフトから本製品の設を画面を開いているときは、ターミナル 
ソフトから設定画面を開くことができません。 


ステップ1 

'添付のシリアルケーブルで、パソコンの COM ポートと本製品のシリアルポートを接続しま 
す。 

ステップ2 

ハイパーターミナル（ターミナルソフト）を開きます。 

ステップ3 


次のポート設をで、通信を開始します。 


ビット/秒（ボーレート） 

57600 

データビット 

8 

パリティ 

なし 

ストップビット 

1 

フロ ' 一制御 

なし 


ステップ4 

rAPxxxxxxxxxxxx 10 gin 」 と表示されまず （ xxxxxxxxxxxx は MAC アドレスの12が于）。 
ロダイン名に 「 root 」 を入力してください。 

ステップ5 

が下のコマン ドで日付を設定します。 
setup date yyyy / 扣讯 / dd 
7777西暦を入力します。 

誦 月を2巧で入力します。 
dd 日を2がで入力します。 

入力例 

setup date 2004/01/23 
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ステップ 6 

が 下のコマン ドで時間を設定します。 

setup time hh '- mm '- ss 

hh 時を 2 がで入力します （24 時間表記)。 

麵 分を2がで入力します。 

が 秒を2がで入力します。 

入力例 

setup time 12:34:56 

ステップ7 

が 下のコマン ドで ESSID ( SSID ) を設定します。 

〈 ESSID ( SSID ) を設定するとき> 
airset type ess id ess id 
type 11 a IEEE 802.11 a 
llg IEEE 802 .llg 

essid 半角英数字と半角記号の 32 文字までの組み合わせを入力します（デフオル 

卜： MAC アドレスの12が子）。 

〈ESSID ( SSID ) をデフオルトに戻すとき> 
airset type essid_default 
入力例 

airset llg essid Air ：5 tation 

ステップ 8 

が 下の コマンドで無線チャンネルを設定します。 
airset type channel number 
type 11 a IEEE 802.11 a 
llg IEEE 802. llg 

number 無線チャンネルの審号を入力します。 

IEEE 802.11 a の攝合： 34、38、42、4目（デフオルト： 34) 

IEEE 802. llg の攝合：1 〜 13 (デフ オルト： 11) 

入力例 

airset llg channel 7 
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ステップ 9 

が下の コマンドで 暗号 キーを 設定します。 

〈 WPA-PSK (事前共有キー）を登録するとき〉 
airset type security wpa-psk cipher method rekey num key psk 
type 11 a IEEE 802.11 a 

llg IEEE 802 .llg 

method 暗号化の種類を設定します。 

tkip 暗号化に TKIP を使用する 
aes 暗号化に AES を使用する 
num 暗号キーの配布間隔 （1 〜1440分）を入力します。 

psk 事前共有キーを、文字または16進数で入力します。 

文字列入力： "8 〜63文字の文字列" 

※文字列は""（ダブルクオーテーシヨン）で囲みます。 
16進磬:入力： 64がの16進数 

入力例 

airset 11 a security wpa-psk cipher tkip rekey 600 key Wairstation ” 
airset llg security wpa-psk cipher aes rekey 500 key wbuffaloinc ” 

< WPA - PSK (事前共有キー）を削除するとき〉 
airset type security none cipher wep off 
type 11 a IEEE 802.11 a 

llg IEEE 802 .llg 

入力例 

airset llg security none cipher wep off 
〈 WEP キーを登録するとき > 

airset type wep keytype [index number '] wep_key 
type 11 a IEEE 802.11 a 

llg IEEE 802 .llg 

keytype 設定する WEP の種類を設定します。 
key 64(40) ビット WEP 
keyl 04 128(104) ビット肥 P 

number 設定する WEP のインデックスナンバー （1 〜 4) を入力します。省略した® 
合は、1番に登録されます。 

wep_key 設定する WEP キーを、文字または16進数で入力します。 

文字列入力： text 、 空白および "5 文字または13文字の文字列" 

^文字列は""（ダブルクオーテーシヨン）で囲みます。 
《64(40)ビット肥 P は5文字、 128(104) ビット WEP は13文字入 
力します。 

16進数入力：10がまたは26がの16進» 

《64(40)ビット WEP は10巧、 128(104) ビット WEP は2目が入力し 
ます。 

入力例 

airset 丄 Ig wep key text ^ SkeyS ’’ 

airset llg wep keyl 04 a 3 d 58 bb 632 a 3 d 58 bb 632 a 3 d 58 b 

airset llg wep key index 1 text ‘ SkeyS ’’ 
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〈 WEP キーを削除するとき > 
airset type wep keytype [index number ] clear 
type IEEE 802.11 a 
IEEE 802 .llg 

keytype 削除する WEP の種類を指定します。 
key 64(40) ビット WEP 
key 104 128(104) ビット WEP 

number 削除する WEP キーのインデックスナンバー （1 〜 4) を入力します。省略し 
た場合は、1番が指定されます。 

入力例 

airset llg wep key clear 

airset llg wep keyl 04 index 2 clear 

ステップ 10 

が下のコマンドで 本製品の名称 （エアステーションぶ） を設定します。 エアステーショ 
ン名を設定すると、本製品の識別が容易になります。 

〈エアステーション 名を登録す る〉 

setup apname name 

name : 半角英数字と半角記号の組み合わせで 32 文字まで入力します。 

入力例 

setup apname AirStationOl 
〈エアステーション名をデフオルトに戻す〉 

setup apname_defauIt 
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ステップ 11 

が下のコマンドで本製品の IP アドレスを設定しまず。 
ip address lanO assigned_ip 
assigned _ ip 設定する IP アドレスを指定します。 

ip„address/netmask 手動で IP アドレスとサブネットマスクを設定 
ip_address xxx. xxx. xxx. xxx ( 义乂乂 ( ょ 10 進数） 

netmask xxx. xxx. xxx. xxx (xxx は 10 進数）またはプ y フイツクス 
dhcp DHCP サーバから IP アドレスを自動取得 
clear DHCP サーバから自動取得した IP アドレスを關放 

入力例 

ip address lanO 192. 168.11. 60/255. 255. 255. 0 
ip address lanO 192.168.11.15/24 
ip address lanO dhcp 

ステップ 12 

が下のコマンドで本製品のデフォルトゲートウェイを設定します。 

ip deraultgw gw-ip 

gw - か ルーテイング先となる IP アドレスを指定します 
XXX. XXX. XXX. XXX (XXX は 10 進数） 

入力例 

ip defaultgw 192.168. 56. 254 


本章で説明していない設定項目については、別»「設定ガイド」を参照してくだ 

さい。 
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第 4 章が録 

4-1 デフオルト設定 


設を巧目 

デフオルト 

お線 （802.11 a ) [1 

ll ( LM 2- A 54 G 54 シリーズのみ] 

無線 

有効にする 

ESSID ( SSID ) 

有線側 MAC アドレスの12巧 +，，_ A ，， 

無線チヤンネル 

34チヤンネル 

BSS Basic 民 ateSet 

default 

DTIM Period 

1 

ロードバランス娘続台数制限） 

256/256 

フレームバースト 

使用する 

送信出力 

100% 

巧 お 

(802. llg ) 

無線 

有効にする 

無線モード 

llg (54 M )/ llb ( llM)-Auto 

ESSID ( SSID ) 

< WLM 2- A 54 G 54 シリーズ > 

有線側 MAC アドレスの12巧 +，，_ G ’’ 
< WLM 2- G 54 シリーズ> 

有線側 MAC アドレスの12巧 

無線チヤンネル 

11チヤンネル 

BSS BasicRateSet 

default 

DTIM Period 

1 

ロードバランス（接続台数制限） 

256/256 

フレームバースト 

使用する 

802. llg プロテクション 

使用する 

送信出力 

100% 

巧想セキュリティけ02.11 a / 802.11 g ) 

ANY 接続 

許可する 

プライノくシーセパレータ 

使用しない 

無線の湿証 

認証を行わない 

無線の暗号化 

暗号化を行わない 

MAC アクセス制限 

無線 LAN パソコンの MAC アドレス 

未款も 

WDS (802. 11 a / 802.11 g ) 

WDS 

無劾 

WDS 専用モード 

無劾 

通信可能なエアステーション 

未訪定 
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設を]!目 

デフオルト 

LAN ポート 

有線の通信方式 

自動 

IP アドレス 

し 1. し 1(2 日日. 25 日. 25 日. 0) 

DNS (ネーム）サーバアドレス 

未設定 

お巧 

RIP 受信 

RIP 1 と RIP 2 両方 

経路情巧 

未設定 

面君フイルタ 

フイルタの 設を 

未私定 

プリツジ 

スパニンダツリー 

巧用しない 

Bridge Priority 

32768 

Forward Delay 

日砂 

Hello Time 

2 砂 

Max Age 

20 秒 

Aging Time 

300秒 

Port Priority 

有線：128 

無線 （802. lla /802. llg ) :128 

Path Cost 

有線： 20 

無線 （802. lla /802. llg ) : 50 

Link Integrity 

Link Integrity 

使用しない 

宛先 

localhost 

確認間隔 

60 秒 

再確認回磬： 

日回 

適用するデバイス 

802.11 a 、802. llg 

状態 

確認中止 

RADIUS 

プライマリ 

使用しない（認証ポート：1812、 
Accounting ポート：1813 、 Timeout : 5秒、 
確認回数： 3回） 

七カンダリ 

使用しない（認証ポート：1812、 
Accounting ポート：1813 、 Timeout : 5秒、 
確認回数： 3回） 

有効時間 

60 分 

拡張設定 

Termination - Action フラダを無視 、 MAC 
アドレスをパスワードとして使用 
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設を巧目 

デフオルト 

SNMP 

エージェント 

エージエント機能 

使用する 

設置場所 

Unknown 

管理責任を 

Administrator 

コミユニテイ 

GET : public 、 SET : private 

本ホ設定 

エアステーシヨン名 

AP [有線側 MAC アドレスの 12 巧] 

W 邸設を 

許可する 

Telnet 設定 

許可する 

管理 ユーザを 

root 

パスワード 

未設定 


時囲設を 

NTP 

使用しない（確認時間：12時間毎、タイ 
ムゾーン ： JP ( Asia / Tokyo )) 

syslog 設定 

ログサーバへ送信 

巧用しない 


(ヘッダに付加する情報： MAC アドレス） 

種類 

設定 ： Notice + Info 
詔証 ： Notice + Info 
デバイス ： Notice + Info 
フイルタ ： Notice + Info 
システム ： Notice + Info 


4-2 トラブルシユーティング 

-無線による通信ができない場合は、パソコンにインストールされているドライバおよ 
びクライアントマネージャのバージョンが古い可能性があります。付属の 
AirNavigator CD を巧って、ドライバおよびクライアントマネージャをバージョンアッ 
プしてください。 

• その他のトラブルシューティングについては、 AirStation コミュニティサイト 
airstation.com ( http :// ww . airstation . com /) を参照してくたさい。 
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切り取り 
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保証契約約款 

この約款は、お客様が購入された算社製品について、像里に関する保前のを件等を規定ずるものです。お客様 

が、この約款に規定されたを項に同意頂けなし領合は保巧を取り消ずことができまずが、その場合は、ご 

曆入の製品を使南することなく販売店または弊なにご返却ください。なお、この約款により、お客様の法律上 

の権利が制限されるものではありません。 

華1を 

1このが厳 J におし、て、「僞正書」と肤製品をおよび f 馬風0間を予め記入したうえで弊社巧爵里を保証する旨を約し 
て発行された証明書をいいます。 

2このが獻において、「故障 J と比お客様が正しし^$^方法に基ブ1、て製品をイ倒させた場さであっても、製品が 
正常に M しなし^^をいいます。 

3このが鼠:において、「讓强と比裝品が改暗した場合、興社が無償で行う当該玫廣箇所筆里をいいまず。 

4このが慮;において、「讓傷由と比このが唐对こ規定された就牛により、鮮たがお客様に議魄をお約束する 
ことをいいまず。 

5このが慮;において、「有償とも製ぞ口が巧:^した^であって、無1»(^政^されないとき、お客様から 
費用を胃して巧社*9子う当該が盾窗丹をいいます。 

6このが獻にも'いて、「製品と【も斷か綱に際して個きされたもののうち、本(^^5^をいし、付属品および添 
術口など胎まれません。 

第续ィ背 E 

1製品が故障した場合、お客様(ん巧証•に言^され/間巧に弊社(ヴ巧しをな^ずることにより、無償な 
証の適用を受けることができます。但し、次のを号に掲げる場合(も備駒間巧にあってもお償馬1の適用を受け 
ることができません。 

2觸をご籠される劇こ、備1»^ご呈示頂けなし'%^'。 

3ごを予頂いた煩隆が、製品名および製品シリの Wsla 等の《未記 A または修正されていること等によ 
り、 M された疑いがちる場合。 

4お客横*口をも'買し、あげ頂いたを、お客様による還きまたに照し、落下またが輯^(な巫!して故障また 
は臟した場合。 

5お客構における使用上の誤り、不当な改造もしくは m または；銷だ )9 錠するものがかの«との接廣により 
5 S 障または贼員した場合。 

6义 m 落雷、届讨<害、その f が^また戌異常電圧などの外 g 拍^により、苗暗または贼員した場合。 

7消输瞄が自な^または自な劣化し、ミ肖衞陥を取り替える場合。 

8を各号に掲げる場合のほか、故障の原因が、お客様の使用方法にをると認められる場合。 

第絲（細 

この約款の規定による№1ん次の各号に規定ずるを件の下で実施しまず 0 

1觸のご任顯時に【捐强 I を弊社センターにご送付くださし、 f 魄センターについて(た本紙を 
ご確認：< ださい0 

餘逸 St 成き付兄負担とさせていただきまず。また、ご迸術には宅配便など掛ホ^游る方法でご送付くだ 
さしん郡送は固くお断り致します。 

2像おん製品の分解または部品の5^しくは滿度により巧います。但し、万一、慨助または修 Kffi 
格力熱ち価格を上回る場をには；補償対象の製品と同等またはそれが上の1ち能を有ずる他の製品と33^することに 
より対応させていただくことがちりまず。 

3八ードディスクの ira こ関しまして比像里功«こより、ディスク若しくは1皆ぶ5^る場合また(巧ィスクをフォ 
-マットずる場合などがございますが、 mwm . 鉛だ) fats れた产夕についてパックアップを作成致しません3 

4無償な班により、39^された旧部品または旧製品等比弊社にて適宜^させて頂きまず。 

5有償により、»された旧部品または旧製品達についてち、煤なにて適留^^^ k ^^■させていただきますが、修 
理をご依頼された斷こも'客様からおがらせ頂けれ戌 I 酷ぉ= 為を岛 f 激しまず。但し、宮瞄の imh ご意向に添え 
なしちございます。 


1お客様がご購入された製品につし、て、鉛がこ故意また t ま重大な鴻った Ita を除き、雇行または不法巧 
為に基づく損害暗償責任は S 当口の廣入イを限度と致します。 

2も'客樣がご廣入され/■强。口について、隠れた賜度があった場をもこのが獻の規定にかかねらず、無償にて当飄 
掘をしまたは«のなし M お a または同等品に5^しますが、当^ PSBCS づく損害賠償の責に任じません。 

3解がこおける觸正は；も'客横がこ厲\された製品の機能に関するものであり、八ードディスク等のデータ記!^置 
について、記度されたデータの;‘肖失または磁具について保!正するものではありません。 

第5桑 

このが昆巧ん日本国内におし、てのが有効です。またミ^でのご巧南につきまして t も巧社はし、かなる箱正も致しません 
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保証書 

この製品は厳密な検查に合格してお届けしたものです。 

お客様の正常なご使用状態で万一故障した場合は、この保証書に記載された期間、 
条件の下に置いて修理を致しまず。 

-槪里は必ずこの保証書を添えてご依頼ください。 

■ このイ呆証書は再発巧致しませんので大切に保管して < ださい。 

株式会社 バッファ □- 


本社干 457-8520 名古屋市南区柴田本适四 T 目15番 


お 

名 

前 

フリガナ 





干 

ご 

住 

所 





TEL :( ) - 


製品名 


製品 

シリアル No . 

本製品に記載されているシリアル No.(14 巧の数字）をここへ、 

ご記入ください。 

保証期間 

ご購入日より3年間 

ご購入曰 


年月日 

X 販売店様記入欄 

ご購入日が確認できる書類（レシートなど）を添付の上、修理を 
ご依頼ください。 


※が下は巧社内での業務連絡として使用しますのでお客様はご記入なさらないで < ださし、。 


年月日 

サービス 内容 

担当 
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